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標準k-gモデルを用いた複雑地形周りの流れ解析
AnalysisofFlowaroundComplexTerrainusingStandardk-どModel
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想定した水平方向400m,地表面付近の鉛直方向 100mの格子(以下,格子 A)と50km 四方程度の解析を想定した
水平方向 100m,地表面付近の鉛直方向50mの格子(以下,格子 B)の2種類とし,Case2では 10km 四方程度の解
析を想定して水平方向 50m,地表面付近の鉛直方向 25mの格子 1種類とした.地形の数値データは,Caselでは
50mメッシ-地形図(国土地理院),case2では 10mメッシュ地形図(北海道地図(株))とした.図 4にCaselの格子 B
及び case2の解析モデルを示す.格子接点数は,Caselの格子 Aは 81×15×23-27,945,格子 Bは 321×51×
42-687,582,Case2は 175×91×49-780,325である.なお,Case2の領域において水平方向 25m,鉛直方向 12.5m
の格子を用いた解析も行ったが,case2の結果と大きな差が無かったため,本論文ではCas62での結果を示した.
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解析結果は実験結果と比較して,Caselの格子 B及び case2では良く一致しており,格子 A における結果は,
60mm以上の上空では他の解析結果と一致しているが,床面付近ではやや大きめの値となっている.
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